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  取扱品目：軟弱野菜、大根、キャベツ、みかん など 

           出荷箱：JA堺市負担 

          送状：堺市地産地消推進協議会負担 
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作業費：堺市地産地消推進協議会負担 作業費：不要 

◆ 従来は、生産者が直売所、卸売市場、スーパー等へ直接配送 

集出荷物流システム（モデル事業 1年目） 

  生産者が郵便局やＪＡ堺市営農センターに持込んだ堺産農産物を卸売業者が集荷し、市場でのセリ等により販売 

  生産者には、卸売価格から販売手数料を差し引いた金額（卸売価格×90％ ※みかんは93％）を支払 

  モデル事業実施時期： H29年11月上旬～H30年3月末 
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集出荷物流システム（モデル事業 2年目） 

  モデル事業実施時期： H30年度中 
  改善項目（想定）：対象者、取扱品目、持込場所、販売先の拡充など 

検証・改善 

配送に必要な時間の軽減 → 生産活動時間の増加 → 生産量の増加 


